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「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
火
災
・
地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
に
備

え
る
た
め
に
住
民
の
心
構
え
、
意
識
啓
発
の
た
め
の
体
験
学
習
が
で
き
る
防
災
教
育

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
。

離
島
県
で
あ
る
本
県
に
お
い
て
は
、
一
旦
災
害
が
発
生
す
れ
ば
逃
げ
場
が
無
く
、

他
府
県
か
ら
の
応
援
の
到
着
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
消
防
職
・
団
員
及

び
県
民
一
人
一
人
が
常
日
頃
か
ら
防
火
防
災
意
識
を
持
ち
、
防
災
行
動
力
を
向
上
さ

せ
る
事
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
種
教
育
訓
練
用
機
器
を
配
置
し
、
消
防
職
・
団
員
及
び
県
民
に
対

し
て
、
災
害
を
想
定
し
た
各
種
訓
練
を
体
験
学
習
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

建
設
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

消
防
職
・
団
員
及
び
県
民
が
地
域
と
自
分
達
を
守
る
術
を
習
得
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
機
敏
に
行
動
す
る
こ
と
で
犠
牲
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
、
県
民
の
生
命
財
産
を
守
る
行
政
の
責
務
で
あ
り
、
県
防
災
教
育
セ
ン

タ
ー
建
設
に
つ
い
て
、
県
に
お
い
て
早
急
に
建
設
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

あ
て
先
　
沖
縄
県
知
事

沖
縄
県
議
会
議
長

内
容
は
抜
粋
し
て
あ
り

ま
す
。
全
文
は
議
会
事
務

局
又
は
各
自
治
会
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
県
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
」意
見
書

第
二
十
七
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発
表
し
た
中
間
報
告
で
は
、
合
併
に
関
し
て
、

基
礎
的
自
治
体
の
人
口
要
件
の
明
示
や
、
知
事
の
勧
告
・
あ
っ
せ
ん
、
段
階
補
正
の

見
直
し
等
、
法
制
度
に
よ
る
方
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、

国
と
地
方
の
間
を
上
下
・
主
従
の
関
係
に
お
い
た
機
関
委
任
事
務
時
代
の
発
想
で
あ

り
、
地
方
の
団
体
自
治
、
住
民
自
治
を
著
し
く
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
容
認

で
き
な
い
。

一
、
地
方
自
治
制
度
や
自
治
体
合
併
に
つ
い
て
は
「
国
と
地
方
、
都
道
府
県
と
市
町

村
の
対
等
関
係
」「
地
域
・
自
治
体
の
自
己
決
定
」
を
原
則
と
せ
よ
。

二
、
基
礎
的
自
治
体
に
お
け
る
人
口
要
件
の
目
標
数
値
は
示
さ
な
い
こ
と
。

三
、
合
併
や
地
域
自
治
組
織
へ
の
移
行
に
関
し
て
、
県
に
よ
る
構
想
・
計
画
の
策

定
・
知
事
の
勧
告
・
あ
っ
せ
ん
等
は
示
さ
な
い
こ
と
。

四
、
市
町
村
に
対
す
る
段
階
補
正
の
さ
ら
な
る
縮
減
は
、
行
わ
な
い
こ
と
。

五
、
税
源
移
譲
後
も
地
方
交
付
税
制
度
の
根
幹
は
堅
持
せ
よ
。

あ
て
先
　
衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

財
務
大
臣

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

地
方
制
度
調
査
会
会
長

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
議
長

税
制
調
査
会
会
長

「
地
方
自
治
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
」意
見
書
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地
区
計
画
の
区
域
内
に　

お
け
る
建
築
物
の
制
限　

に
関
す
る
条
例
　　

町
道
路
線
変
更（
小
波
津
川
南
線
）

　
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
内
で
整
備
さ
れ
た
住
宅
用
地
の
街
並
み
の
景
観
形
成

向
上
及
び
、
建
築
物
の
用
途
形
態
の
制
限
、
敷
地
の
再
分
割
（
分
筆
）
の
防
止
、

垣
ま
た
は
柵
の
構
造
物
の
制
限
等
を
図
り
、
緑
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
質
の

高
い
計
画
的
な
街
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も
の
。　

※
　
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
　
十
分
の
十　

※
　
　
〃
　
　
建
ペ
イ
率
の
　
〃
　
　
十
分
の
五　

※
　
　
〃
　
　
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
　
低
層
住
宅
地
区
Ａ
　
二
○
○
g　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
Ｂ
　
一
六
五
g　

※
　
　
〃
　
　
高
さ
の
最
高
限
度
　
十
c
以
内
低
層
住
宅
地
区　

※
　
壁
面
の
位
置
の
制
限　

　
　
　
　
　
道
路
境
界
線
か
ら
建
築
物
の
外
壁
等
の
面
ま
で
一
c
以
上　

※
　
垣
ま
た
は
さ
く
等
の
構
造
の
制
限　

　
　
a
生
け
垣　

s
フ
ェ
ン
ス
等
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
透
視
可
能
な
も
の
と
し
、
高
さ

は
敷
地
に
接
す
る
道
路
の
最
高
地
点
か
ら
一
・
五
c
以
下　

d
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
高
さ
は
、
敷
地
に
接
す
る
道
路
の
最
高
地
点

か
ら
○
・
九
c
以
下　

　
三
月
議
会
で
国
道
三
二
九
号
か
ら
下
流
部
分
に
つ
い
て
認
定
し
た
町
道
小

波
津
南
線
の
追
加
延
長
。　

　
県
が
十
五
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、
県
の
河
川
改
修
事
業
と
一
体
的

に
整
備
す
る
計
画
で
、
着
工
し
て
か
ら
五
年
間
で
河
口
部
分
か
ら
国
道
三
二

九
号
ま
で
の
区
間
八
六
〇
ｍ
を
整
備
す
る
予
定
が
河
口
部
分
か
ら
町
道
与
那

城
・
呉
屋
線
ま
で
の
一
、
六
五
〇
ｍ
に
変
更
さ
れ
た
た
め
に
、
町
と
し
て
も

一
体
的
に
七
九
〇
ｍ
を
追
加
延
長
す
る
も
の
。　

　

主
な
制
限　


